
 

「地域文化伝承事業」 

 

 

敷島の生立ちを音楽談話やトークを交え写真とともに 

お楽しみいただきます。 
 

 

 

 

 

  

主催：敷島公民館まつり実行委員会 協力：甲斐市教育委員会 

 

 
 

 

 

※開演中の写真撮影・録音・録画・SNSへの投稿はご遠慮ください。 

 

 

入場無料 



 

 

 

 山梨県都留市出身 

ウィーン国立音楽大学卒業 

声楽家（テノール）、山梨県芸術文化協力会員、元都留市教育委員会学芸員 

ドイツ・ロシア・日本歌曲等の声楽曲を中心に各地で演奏を行うほか、「歌で綴る昭和史」と題

し、昭和の流行歌に世相を交えた演奏・講演を行う。声楽を澤田洋一、大久保昭男、大野静勇、 

ワルター・モーア、ペーター・イェロズイッツの各氏に師事 

日本歌手協会名誉会長 故 塩まさる氏唯一の弟子として有名な作品のみならず、世に知られてい

ない作品も多数取り上げ、各地でプログラムにとらわれない演奏会を行い、作品や演奏者、 

時代背景についての研究や講演も行っている 

～略 歴～ 

 

 

 

 

～主な曲目～ 

 

 

懐かしい昭和の流行歌を敷島の歩みとともにお伝えします。 

（※ あの時、ラジオから流れていた曲。あの日、あの場所で友と口ずさんだメロディ。 

この曲が流行した時、敷島はどんなようすだったのでしょうか。） 

写真とともにお楽しみください。 

  

※曲目等の変更あり 

 
 

 

 

 

・君恋し 

・サーカスの唄 

・赤城の子守歌 

・緑の地平線 

・東京ラプソディ 

・椰子の実 

・裏町人生 

・旅の夜風 

 

 

 

 

・誰か故郷を想わざる 

・蘇州夜曲 

・隣組 

・そうだその意気 

・リンゴの唄 

・東京の花売娘 

・港が見える丘 

・異国の丘 

・あこがれのハワイ航路 

・青い山脈 

 

・湯村夜曲 

・君の名は 

・リンゴ村から 

・ここに幸あり 

・喜びも悲しみも幾年月 

・君といつまでも 

・瀬戸の花嫁 

・贈る言葉 

・川の流れのように  他 

 

 


